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現代中国語の統語成分 “在” の用法と意味

青　木　　　萌

　This paper explored the meaning and usage of ‘zai’ which is re-
garded as a progressive aspect marker in Mandarin Chainese. An 
image expressed by ‘zai’ consists of a number of same events. So 
sentences containing ‘zai’ must take durative verbs to indicate a 
progressive aspect.
　This paper also analyzed progressive aspects of ‘zai’ which are 
composed of two different parts of speech, namely, an adverb and a 
preposition. Thus ‘zai’ sentences can take either of the two forms il-
lustrated in (a) and (b).

(a)　Ni zai zher deng wo.
‘You PRG here  wait me’ ― “Wait here for me.”

(b)　Qianshaonainai zai xi yifu.
‘Ms. Qian PRG wash clothes’ ― “Ms. Qian is washing clothes.”

Both forms use a progressive morpheme ‘zai’. In (a), ‘zai’ is followed 
by a place word ‘zher’. In (b), ‘zai’ is directly followed by a predicate 
“washing clothes”. In the latter case, the object of ‘zai’ is omitted, 
while implied semantically. When the object of ‘zai’ is omitted, the 
‘zai’ as the first verb in verbal expressions in series is used like an 
adverb, but actually the ‘zai’ here is a first verb in a V－Vseries with 
an omitted object.

キーワード： 現代中国語統語論，統語成分 “在”，様態と進行，述語
論理，三項函数

０．はじめに
本稿は［進行］の意を表わす “在” の意味役割を考察し，“在” は「～が，
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～において，～という様態にある」という文型意味を構成するということ
を明確にする。即ち，“在” は複数の出来事を空間的に列挙して一つの大
画面を構築すると解する。

また，前置詞の “在” と副詞の “在” がいずれも［進行］の意を示す時態
成分となることができると考え，両者の違いは空間概念の抽象度にあると
いうことを提案する。

具体的な分析方法としては，形式言語の研究方法である命題論理と述語
論理というメタ言語を運用した内包論理を基として記述する。

１．副詞 “在” の先行研究
本章では，他の著作において，副詞の “在” が如何なる意味を表わすの

かを確認する。ここでは以下の研究者の記述を取り上げる。
1.1．潘文娱（“谈谈 “正” “在” 和“正在” ” 1980）
1.2．北京大学中文系 1955・1957级语言班编（《现代汉语虚词例释》

1982）
1.3．杉村博文（『中国語文法教室』1994）
1.4．龚千炎（《汉语的时相时制时态》1995）
1.5．王还　編（《汉英双解词典》1997）
1.6．刘月华 等（《实用现代汉语语法・增订本》2001）
1.7．张斌 編（《现代汉语虚词词典》2001）
1.8．卢福波（《汉语语法教学理论与方法》2010）
1.9．袁莉容 等（《现代汉语句子的时间语义范畴研究》2010） 
まず潘文娱（1980）の記述から見る。

1.1．潘文娱（“谈谈 “正” “在” 和 “正在” ” 1980）
動作の進行で現れる状態を表わす。

1.2．北京大学中文系 1955・1957级语言班编（《现代汉语虚词例释》
1982：620）

動作，行為が正に進行の状態であることを表わす。

1.3．杉村博文（『中国語文法教室』1994：104－106）
時間の流れを感じさせる行為や状況の継続・進行を表わすことが多く，
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主に書き言葉で使われる。

1.4．龚千炎（《汉语的时相时制时态》1995：89－93）
進行を表わす。特に状態に意味的重点がおかれる。

1.5．王还編（《汉英双解词典》1997：1103）
ある活動に携わっていることを強調する。しかしそれは動作が進行の状

態にあることを記述しているわけではない。他の副詞の修飾を受けること
が可能である。

1.6．刘月华等（《实用现代汉语语法・增订本》2001：396－397）
動作の進行を表わす。

1.7．张斌編（《现代汉语虚词词典》2001：683）
動作行為や性質の状態が進行，或いは持続中であることを表わす。

1.8．卢福波（《汉语语法教学理论与方法》2010：142）
現在，或いは，ある時点，ある時間幅における動作の進行性を表わす。

従って，形式上よく時間の幅を持つ連語成分，或いは “总”，“还”，“一直” 
などの持続性を示す時間副詞と共起する。

1.9．袁莉容 等 （《现代汉语句子的时间语义范畴研究》2010：169）
進行の意味を表す。特に動作が持続していることを強調し，時間幅を有

する表現である。

２．“在” の統一的解釈
本章では，“在” は［進行］を表す役割と，［場所］を導く役割を兼備し

ていることを明らかにする。つまり，“在” は，前置詞と副詞の両方の機
能を持つと考えるのである。また，それに伴い，“在” 構文が一つの文に
おいて，複数の意味を包摂していることについても検討する。なお，本稿
では述語で状況語であると分析されてきた以下の三種の文を “在” 構文と
する。

⑴　我在床上看书。（私はベッドで読書をしている。）
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⑵　他在那儿吃着饭呐。（彼は食事をとっています。）
⑶　他在写字。（彼は字を書いている。）
そこで本章では以下六名の研究者の論考を基に考察を進めることにす

る。
１．丁声树（《现代汉语语法讲话》2009（1961））
２．李华倬（《基于中国哲学思想的汉语研究》2010）
３．张斌（《现代汉语虚词词典》2001）
４．Chao, Y.R （「A GRAMMAR OF SPOKEN CHINESE」 1968）
５．朱德熙（《语法讲义》1982）
６．沈家煊（“在” 字句和 “给” 字句” 1999）
まず丁声树（1968）の論考から検討していこう。

2.1．副詞の “在” と前置詞の “在” の関連性
2.1.1．丁声树（《现代汉语语法讲话》2009（1961））

丁声树（1961（2009）：111）は，“在” は副動詞として用いられ，場所
を表す目的語を伴うと述べた。そこで例を一つ挙げている。

⑴　我在床上看书。（私はベッドで読書をする。）
丁声树（1961）は，ここでの “在” は二つの意味を含むと述べた。つまり，

「私がベッドにいる」と，「私が読書をする」という意である。従って，こ
の記述から推測しえることは，“我在床上看书” は「私が，ベッドにおいて，
私が読書をする」といった意味枠を構築することが可能である，というこ
とである。また，この記述から，“在” が構成する文は，複数の意味が組
み合わさって一つの文を形成していると考えることができる。例えば，⑴
の “我在床上看书” における “我” は，統語的には “我” は一つしか生起し
ていない。しかし，丁声树が述べた見解によると，“我在床上看书” は「私
がベッドにいる」と「私が読書をする」といった二つの意味が含まれてい
るので，“我” は意味上では二回用いられていると見なしえる。このよう
な見解は以後検討する李华倬（2010），张斌（2001），沈家煊（1999）の論
考と密接に関わっている。

また，ここで丁声树が称した副動詞とは，“在” を連述構造の一番目に
来る動詞と見なしたということが分かるが，これは赵元任（1968），朱德
熙（1982）が有する見解と同様であるといえる。次は李华倬（2010）の論
考について考察しよう。
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2.1.2．李华倬（《基于中国哲学思想的汉语研究》2010）
李华倬は（2010）において哲学的な観点からの論述を展開した。その内，

“在” については以下のような見解を述べている。
「“我在教室读书” という文はちょうど［進行］しているという時態を表

わすが，同時に存在の意味も表わしている。」（2010：95）
「“我” が教室に居て，かつ勉強をしているなら，両者は時間上等しい効

果を果たす。つまり，同時に “我在教室” と “我在读书” という出来事の二
つが成立しているのである。よって，ここで生起する二つの “在” は同じ
様な意味を有するので，文ではただ一つの “在” を用いればよい。（2010：
92-93）」

以上の記述から，李华倬は “我在教室读书” という文は意味的に「私が
教室にいる」という意味と，「私が勉強をしている」という二つの命題内
容を含むと考えていたことが看取できる。では次に张斌（2001）の論考に
移る。ここでも “在” は前置詞と副詞の二つの意味を表わすということを
主張している。

2.1.3．张斌（《现代汉语虚词词典》2001）
张斌は（《现代汉语虚词词典》2001）の “在” 項目の末尾において以下の

ような見解を残した。
「“在” は動詞，前置詞，副詞といった三つの品詞の役割を果たす。“他在”，

“他在家” で生起する “在” は動詞であり，“他在明天动身”，“他在黑板上写

字” における “在” は前置詞である。また，“他在写字” の “在” は副詞であ
る。」（2001：684）

ここで张斌は，“在” は三つの品詞に成りえるということを述べたが，
この詞典は张斌主編の《现代汉语虚词词典》であり，虚詞についての詞典
である。従って，前置詞と副詞の “在” を記述する箇所において，動詞の 
“在” も含めて記述を行っていることから，“在” の品詞区分が単純ではな
いことを示唆していると思われる。では続けて张斌（2001）の記述を引用
する。
「動詞の “在” は，単独で用いるか，目的語を伴って述語となることがで

きる。通常，前置詞の “在” の後方には時間，或いは，場所を示す成分が
生起して前置詞＋目的語の連語を構成する。この連語は，後方の動詞，ま
たは動詞連語を修飾する役割を果たす。副詞の “在” は名詞性語句とは結
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びつかず，動詞，もしくは一部の形容詞を修飾する。注目に値することは，
“他在（副詞）在（前置詞）黑板上写字” という文において，“在” は二つ
生起しているが，両者の “在” は合わさって一つになり “他在黑板上写字” 
と発話する，ということである。」（2001：684）
张斌は上記以外に，（2001：686）でも，“在” が前置詞と副詞の両方の

意を表わすといった見解を残している。その記述は以下の通りである。
「副詞の “在” は動詞を修飾することができる。また更に前置詞＋目的語

の前方に生起することもできる。副詞の “在” が前置詞＋目的語の “在” の
前に生起すると，二つの “在” は一つに成る。これは音声の合併である。
例えば，

“在国外学习的留学生” （国外で学ぶ留学生）
「この文には “正在” の意味が含まれている。この意味は前置詞によって

表わされるのではなく副詞の “在” が賦与したものである」（2004：686）
以上の张斌（2001）の記述から，“他在黑板上写字” という文は，字面

上では “在” が一つだけ生起しているが，意味的には副詞の “在” と前置詞
の “在” の両方の役割を担っていると理解することができる。また，前置
詞と副詞の “在” はいずれも後方にある述語句を修飾することができるの
で，両者の意味役割は非常に似ているということが分かる。

次はChao（1968）の論考を見て行くことにしよう。このChao（1968）
の論考から张斌（2001）が述べた見解がより支持されることになる。

2.2．“在”の目的語省略について
2.2.1．Chao, Y.R （「A GRAMMAR OF SPOKEN CHINESE」1968）

Chaoは（1968：330）において，連動文の一番目に位置する動詞と見な
し，それに後続する目的語の省略が可能なものを列挙した。それは全部で
10個ある。

“把，被，给，叫，因，在，以，为，从，将”
そして “在” について，「動詞の “在” ‘to be at’ は “给” のように単独で，

或いは，一番目の動詞として用いられる」と述べて次のような例を挙げた。
⑴　他在家里 ‘He is at home’ （彼は家にいる）
ここで生起する “在” は動詞であることが分かる。
次に “在” は述連構造の一番目の動詞として生起していると見なした。

これも例を一つ挙げている。
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⑵　在家里歇着呐 ‘to be resting at home’ （家で休んでいます）
この文は述連構造であり，“在” が一番目の動詞，“写” が二番目の動詞

であるということが分かる。次に，Chaoは “在” に後続する目的語の “那
儿” についても言及している。ここでの “那儿” は省略することができる
とした。そして “在那儿” は［進行］の意味を表す時態成分と同等に解す
ことができると述べた。その例は，

⑶　他在那儿吃着饭呐。‘He is right there eating meal, ― he is eating 
his meal.’ （彼は食事をとっています。）

である。
この⑶の文に対してChaoは以下のように説いている。

「この文における “那儿” はしばしば省略され，“在吃饭” ‘is at eating 
meal’ という形にすることができる。この “在” は目的語を省略した述連
構造における一番目の動詞である。」（1968：333）

ではここで，ここまでのChao（1968）を踏まえて，指摘に値する点を
以下の四つに総括する。

一つは，“在” に後続する目的語が省略できるか否かは，場合によって
はその前後の文脈を観察する必要があり，“在” が生起する一文だけでは
分析に困難が生じうるということである。

第二に，Chao（1968）は，“在” が述連構造の一番目の動詞として生起
することができると見なしたが，これは既述の丁声树（1968）や次に検討
する朱德熙（1982）の記述と同等である。

そして第三としては，“在” の後方に伴う目的語は “在吃饭” のように省
略されても，“在” の目的語は “那儿” であると述べている。故に，副詞の 
“在” も論理的には場所の概念が残存している可能性があると考えること
ができる。すると，“在” の前置詞と副詞の境界線は非常に曖昧であるこ
とに気づく。これは2.2.3．で紹介する沈家煊（1999）の記述からも看取す
ることができる。

第四の要点としては，Chao（1968）は，前置詞の “在” と副詞の “在” は，
両者とも［進行］の意として ‘－ing’ に訳していることが分かる。従って，
前置詞と副詞の “在” は，いずれも状況語として連動文の一番目の述語句
になれるということが分かる。

もう少しChao（1968）の論考を見て行くことにしよう。Chao（1968）
は副詞の章においても重要な見解を残している。Chao（1968：772）は，
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副詞句の多くは述連構造の一番目の述語であると述べている。そこで次の
例を見られたい。

⑷　用心做事 ‘use the mind and do things, ― work with concentration’
（身を入れて事にあたる）

そして，Chaoは述連構造の一番目に生起する述語句の特殊な場合とし
て前置詞句があると述べた。その例としては，“从这儿走” である。この
文は前置詞句だが，動詞の “走” を削除すると，“从这儿” となり，ここで
の “从这儿” は副詞句の役割を果たすと述べた。これは “在” の前置詞と副
詞にも当てはめて考えられる見解である。

また，前置詞句の目的語は省略される場合があり，その目的語の前の動
詞，つまり，述連構造の一番目の動詞は副詞になると述べた。例えば，次
の文では“那儿”が省略されていると見なした。

⑸　他在玩儿呐。‘He is （a－） playing.’ （彼は遊んでいます。）
Chaoはここでの “在” の目的語は “玩儿” はではなく，省略された “那儿” 

であると述べている。即ち，“在” に後続する目的語はたとえ省略された
としても，意味的には必ず場所を表す目的語が存在するという考えが看取
できる。

以上がChao（1968）の中で時態成分の “在” と連関すると思われる重要
な記述である。では，これを踏まえながら朱德熙（1982）の記述に移るこ
とにしよう。

2.2.2．朱德熙（1982）（《语法讲义》1982）
朱德熙は《语法讲义》において，前置詞と動詞の関係について以下のよ

うに述べた。
「中国語の前置詞は多くが動詞の性質を有している。従って，前置詞は

述詞とは見なさないが，「前置詞＋目的語＋述詞性成分」の形式と，述詞
で構成された述連構造の性質はとても似ていることから，前置詞を述連構
造の一種とみなしてよい。」（1982：160）

また，朱德熙は前置詞の章でも以上と似た記述を見せた。それは即ち，
「現代中国語における前置詞は動詞から変化してきたものであり，大部

分の前置詞は今もなお動詞の機能を保持している。」（1982：174）
更に朱德熙は，「一部の前置詞の目的語は省略することができる。」

（1982：176）と述べて，三つの例を列挙した。つまり，
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（a）　他给（　）修好了（彼は修理してくれた）
（b）　小偷儿被（　）抓走了（泥棒は逮捕されていった）
（c）　他们在（　）说你呐（彼らはあなたのことを言っているのですよ）

である。そして（c）の文について朱德熙は次のような説明を加えている。
「“在” の後に省略されている目的語は “那儿” である。」（1982：176）
以上三つの例において省略された目的語の成分は，字面上には存在しな

いが，発話者は概念上，その省略部分の意味を知覚して文を構成している
と考えることができる。

では，最後に沈家煊（1999）の論考に移ろう。

2.2.3．沈家煊（“在” 字句和 “给” 字句”， 1999）
沈家煊（1999）は “在” 字句和 “给” 字句” において，前置詞の “在” と副

詞の “在” が表わす意味特徴に対して，両者は品詞上明確に区別すること
が困難であるという考えを述べた。そして，空間概念と時間概念を関連さ
せながら，“在” に後続する目的語へと議論が及ぶ。まずは⑴の例を見ら
れたい。

⑴　我在黑板上写了几个字（私は黒板に字をいくつか書いた。）
沈家煊は⑴の文を挙げこれについて以下のような論を展開した。
「一般的に “我在黑板上写了几个字” の “在” は，場所を表わす前置詞で

あり，“我在写字” の “在” は，進行態を表わす助詞である。しかし，両者
の品詞の境界線は明確ではなく，後者は前者の意味からさらに虚詞化した
ものである。」

つまり，“在” 構文において表れる出来事が発生している「場所」の概
念が弱まることによって「進行」の意味が際立つことになる，と主張して
いる。

では，沈家煊（1999）の記述を続けて引用する。
「“我在做饭” の文における “在” は，実際に時間と空間といった両方の意

を有している。 それは，「料理をする」という行為は，通常，特定の場所，
即ち台所と関係する。というのは，台所は前提的に分かる情報であるため
である。“在” の使用が特定の場所と関係しない動作へと拡張したとき，
時間の意味だけを持つように思える。しかし，その場合もやはり “那儿” 
を加えて，“我在那儿唱歌” と言うことができる。」

以上の記述において最も注目に値することは，“在” に後続する目的語
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は，前提的な情報である場合に省略が可能であるということである。しか
し，省略して時間の概念が強まったとしても，依然として “那儿” が生起
しえるという点から見ると，特定の出来事地点が存在しない副詞の “在” 
構文においても，空間概念はやはり完全には切り離せない関係にあると見
なしえる。従って，本稿では，出来事地点の場所に対する抽象度の高低を
問わず，いずれも［進行］の意味を表す “在” の構文は「～が，～という
ことをしている」ではなく，「～が，～において，～という様態にある」
という意味枠を形成すると仮定する。これは第三章において詳述する。

では，本章の最後に以上の先行研究から要点を取り上げて以下の三点に
纏めることにしよう。

第一に，“在” は品詞による厳密な区分が難しいということである。従っ
て，［進行］を表す “在” では，出来事の場所を導く前置詞の意味と，出来
事の［進行］の意を表す副詞の意味を共に含んでいると考えることができ
る。

第二点としては，“在” は前置詞として生起した場合においても，また，
副詞として生起した場合においても，述連構造の一番目の動詞となるとい
うことが判然とした。

三番目は，“在” に後続する目的語は意味上必ず存在し，省略された場
合においても，目的語が表す場所の概念は依然として存在するということ
が明確となった。

３．“在” の論理的意味分析
3.1．“在” が複数の出来事を提供する

本章では，これまでの先行研究を踏まえて，“在” が示す［進行］とは，
複数の出来事が存在していることを表す様態である，ということを証明す
る。そこで，中国のテレビドラマと小説から，［進行］を示す “在” 構文の
例を挙げそれに対し論理的に解析を行う。まず⑴の例を見られたい。

⑴　迪非：红玉，我记得我出国留学前，你就在看红楼梦，现在还在看
呀？
红玉：我百看不厌，我最喜欢林黛玉了。 （テレビドラマ《京华烟云》
第17話33：41）

（迪非：「紅玉，僕が海外留学する前から，君は紅楼夢を読んでいたと思う
んだけど，今もまだ読んでいるのかい？」）
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（红玉：「何度読んでも飽きないわ。一番好きなのは林黛玉なの。」） 
ここでは［進行］の意味を表す “在” が生起している “现在还在看呀” の

箇所に焦点をあて論じる。そこで，考察の便宜を図り，この “在” 構文に
おいて生起する “看” の動作主を “红玉”，そして “看” という行為の対象物
を “红楼梦” であると判断し，“红玉在看红楼梦” という命題表現に置き換
えて論考を進めていくことにする。

この文の引用先はテレビドラマ《京华烟云》である。その内，第17話に
おいて，家の長男 “迪非” と彼の従姉妹にあたる “红玉” が会話するシーン
がある。まずはこの場面が生じた由来を簡単に紹介しよう。ここでは，“迪
非” が “红玉” を慰めるために “红楼梦” の話しを持ち掛ける。というのも，
“迪非” は “红玉” と会話する以前に，“红玉” が “红楼梦” を愛読しているこ
とを知っていたからである。従って，⑴の会話が展開されることになる。
では “红玉在看红楼梦” がなぜ［進行］の意味を表すのだろうか。まずポ
イントとなるのが動詞 “看” の意味特徴である。ここでの “看” という動詞
は，論理的な観点からいうと，変化することなく［持続］する意味特徴を
有しているということが分かる。注目すべきは，この “看” が持つ［持続］
の意味特徴は “在” が表す［進行］の概念を形成するための重要な前提条
件であるということである。つまり，“在” が表す［進行］とは，複数の
同じ出来事が存在している様態を指す。従って，“红玉看红楼梦” という
行為が際限なく［持続］し続けることによって，幾つもの “红玉看红楼梦” 
という出来事を存在させる条件を充たしえるのである。従って，もし “在” 
構文における出来事が［終息］してしまうと，複数の同じ出来事を列挙で
きないので非文となる。例えば龚千炎（1995）では，成立しえない “在” 
構文が挙げられている。

�＊他在看一眼。 �＊他在跑两趟。
�＊他一天在查一次。 �＊他在等一会儿。
�＊他在躺一个晚上。 �＊我只在站10分钟。
龚千炎はこれらの文について以下のように説明している。

「“在”＋動詞の後方には，時間量を示す成分や，動作を示しかつ時間の
性質を有している成分を伴うことができない。というのは，“在” は動作
行為の進行や過程の延長を表わすが，時間量と動作量は過程の［終息］を
表わす。よって，“在” とこれらの成分は意味上排斥し合うのである。」（龚

千炎1995：95）
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以上の龚千炎による見解から，“在” 構文において生起する動詞は［持続］
の意味特徴を保持しなければならないことが明確に理解できた。

次に，⑴の用例を見ると，発話者Aによる “我记得我出国留学前，你就
在看红楼梦” から，発話者Bの “红玉” がこれまでたくさん “红楼梦” を読
んでいたことが理解できる。また，“红玉” のセリフである “百看不厌” 「何
度読んでも飽きない」は，“看红楼梦” という出来事が幾度となく行われ
て初めて成立する表現である。従って，“红玉” はこの⑴の会話が行われ
る前に，すでに何度も “红楼梦” を読んでいるということが分かる。

ところがこれらに留まらず，更に “在” が［進行］の意であることを証
明しえる場面をドラマ《京华烟云》の中から探し出すことができる。その
証拠となる場面を二つ挙げよう。一つ目の例である（a）を見られたい。
（1a）　迪非：红玉身子这么淡薄，是不是病了？

莫愁： 每年的春秋两季呢，都会病上几回，去年春天啊，她在床上
躺了一个多月，可她都不肯休息，整夜整夜地看红楼梦。

（テレビドラマ《京华烟云》第16話６：32）
（迪非：「紅玉はあんなにも身体が細いのは病気なのかな？」）
（莫愁：「毎年の春秋に数回症状が出てね，去年の春は床で一カ月余りも横
たわっていたの。でも，決して休もうとはせずに，毎晩のように紅楼夢を
読んでいたわ。」）

この文における “整夜整夜地看红楼梦” は「毎晩の如く紅楼夢を読む」
という意味である。従って，“红玉” が飽きることなく何度も “红楼梦” を
見ていたことが分かる。次の例も見られたい。この場面からも “红玉” の
愛読ぶりが明瞭に伺える。
（1b）　莫愁：红玉，这红楼梦你看过多少遍了？

红玉：不多，也就二十几遍吧。可我每一次看完，都有不同的感受。
（テレビドラマ《京华烟云》第16話８：15）

ここでは “莫愁” が “红玉” に向かって “红玉，这红楼梦你看过多少遍

了?” 「紅玉，この紅楼夢の本，どのくらい見たの？」と質問すると，“红玉” 
はすぐ目を輝かせて “不多，也就二十多遍吧，可我每一次看完，都有不同
的感受。” 「多くはないわ，せいぜい二十回くらいかしら。でも毎回読み終
えるたびに違った感銘を受けるの。」と答える。この部分からも “红玉” が
幾度となく繰り返して “红楼梦” を読んでいることが分かる。

さて，この二つの例を踏まえて再び⑴の文を考えると，この “现在还在
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看呀” における “看” は［持続］の意を表わすが，これは具体的に “红楼梦” 
を手に取って文字を追っていくといった行為を指示しているのではないこ
とに気づく。それは，⑴のシーンをドラマで見ると，“红玉” はその場面
において，実際に “红楼梦” を手にとって読んでいないことからも確認す
ることができる。つまり，ここでの［進行］の意味を表す “在” は，“红玉
在看红楼梦” という出来事が日常的に何度も何度も行われている様態を表
現しているのである。そこで “红玉在看红楼梦” を以下の⑴’ のように図示
してみよう。

⑴’
E1 E2 E3 En……

｛E1=红玉在看红楼梦，E2=红玉在看红楼梦，E3=红玉在看红楼梦，En=
红玉在看红楼梦……｝

この図は “红玉在看红楼梦” という出来事が［進行］の様態にあること
を表現したものである。ここでの “E” は一つの画面を示し “红玉在看红楼
梦” という出来事が存在していることを意味する。よって，この “E” が複
数存在しているので，［進行］の様態であることが分かる。そして，末尾
の “En” は，“红玉在看红楼梦” という出来事が変化せず更にずっと存在し
ていることを示している。

次は動詞の “练习” に内在する［持続］の意味特徴と，“每” が果たす意
味役割に注目しながら［進行］の意味を正確に把握しよう。⑵の例を見ら
れたい。

⑵　雨欣为了这次钢琴考试，她几乎牺牲了所有的休息时间，每天都在练

习，所下的功夫都白费了！（テレビドラマ《儿女情更长》第10話，
16：29）

（雨欣は今回のピアノグレード試験のために，ほとんどの休息時間を犠牲
にして毎日練習をしているのに，費やした努力が水の泡だわ！）

この文は “雨欣” の母親が発話したものである。母親は高校生の娘であ
る “雨欣” をピアニストにさせようと日々熱血たる指導を行っていた。し
かし，娘は大事なグレード試験を控えて手を痛めてしまう。実は，娘の不
満が極度に達したが故に用いた仮病なのだが，何も知らない母は失望した
様子で⑵の文を発話することになる。よって，“每天都在练习” の一文から，
娘が毎日こつこつと休むことなく練習してきたことを伝ようとした表現と
なっている。この文における “在” が［進行］の意であると理解する上で
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助けとなる成分が二つ存在する。一つは動詞の “练习” が有する［無限の
持続］である。いま一つは，“在练习” という出来事が複数存在している
ことを証明する “每” である。まず動詞の “练习” について述べると，ここ
での “练习” は［持続］の意味特徴を有するので，意味上，“练习” という
行為は変化することがない。従って，“在” 構文における “练习” は同じ出
来事を複数並べるといった［進行］の意を造る根底的な条件であると考え
ることができる。次に “每天都在练习” の “每” が担う意味について注目さ
れたい。“每” は吕叔湘編の《现代汉语八百词・增订本》によると，「全体
におけるすべての個体を指示し，全体を表すのに用いる。個体の共通点を
強調する。（吕叔湘1999（1980）：384）」と述べている。よって，“在练习” 
という出来事が毎日規則的に行われていることが分かるので，“在” は［進
行］の意味として “练习” という出来事が複数存在している様態を形成さ
せる役割を担っているという推論に矛盾なく至りうる。

以上から，動詞 “练习” に内在する［持続］の意味特徴と，複数の出来
事画面を保証する “每” によって，より明確に “在” が［進行］の意を表し
ていることを理解することができた。次節では “在” の目的語について論
じることにしよう。

3.2．“在” 構文における目的語
この節では主として “在” に後続する目的語に焦点を当てた考察を行う。

まずは⑶の例を見られたい。
⑶　A ：少奶奶，您还需要点什么？

B ：楼下是不是有一个自个儿在喝茶的少奶奶？
（テレビドラマ《京华烟云》第26話，25：39）
（A ：「奥さま，他にご注文はありますか？」）
（B ：「一階で一人でお茶を飲んでいる奥さんがいますか？」）

このシーンは，発話者Aが茶館の二階で重要な話し合いをすますと，給
士に頼んで，一階にいると思われる知人を呼んでもらうことにした所であ
る。ここでは発話者Bによって発話される “楼下是不是有一个自个儿在喝

茶的少奶奶” の文について詳述する。なお，論述の便宜を図り “喝茶” と
いう出来事の動作主である “少奶奶” を用いて，以下 “少奶奶在喝茶” とい
う命題表現に置き換えて考察を進める。まずは “在” 構文において意味的
に存在する目的語について考える。
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この文には［進行］の意を表す “在” の後ろに目的語が生起していない。
しかし，“楼下是不是有一个自个儿在喝茶的少奶奶” において，“楼下” と
いう場所を表わす連語が生起していることから，“少奶奶在喝茶” という
出来事が “楼下” によって起こっていると解釈することができる。

また，ここで生起する “喝” は動作量が確定していない行為なので，論
理的にいうと，この “喝” は無限に［持続］するということが分かる。そ
のため，“喝” に内在する［持続］の意味特徴が［進行］の概念を造り出
す基礎となる。つまり，“在” が表す［進行］は “喝茶” という行為が限り
なく［持続］することによって，変化することのない “少奶奶在喝茶” と
いう出来事の画面をいくつも抽出することができるのである。

よって，以上の考察から “少奶奶在喝茶” において出来事地点を明示す
る “楼下” の意味が加わると，文全体が表す命題内容は，「若奥様が，一階
において，若奥様がお茶を飲んでいる」であると考えることができる。こ
のような解釈がなされると，“在” が表す意味役割がはっきりと浮き出て
くる。即ち，ここでの “在” は出来事の場所を導く機能と，複数の同様の
出来事を列挙させる機能を有しているということである。そこで本稿では
命題論理（propositional logic）と述語論理（predicate logic）を運用して，
“在” 構文をより厳密に解析する。これによって，“在” が表す意味役割，
および “在” と文中の他の成分との意味関係を判然とさせることを試みる。
第２章で紹介した丁声树（1961）と李华倬（2010）の見解からも分かるよ
うに，“在” は出来事と，その出来事が行われる場所を同時に表現するので，
“少奶奶在喝茶” では，「若奥様がお茶を飲む」と「若奥様がお茶を飲むと
いう出来事が一階に存在する」という二つの命題内容が含まれていると考
えることができる。そこでこれらの命題内容を論理式によって表現すると
次のような記述になる。

⑶’  飲ム　～ガ　～ヲ　存在スル　　～ガ　　　　～ニ 
喝’ （少奶奶，茶）& 在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝

この論理式は “喝’ （少奶奶，茶）” と “在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝” と
いった二つの単純命題によって構成された複合命題である。さらに，両命
題の間には “&” （連言）が用いられており，二つの命題が同時に成立して
いることを意味する。つまり，この式は，“喝’ （少奶奶，茶）” が「若奥様
がお茶を飲む」という意味を，そして “喝’ （少奶奶，茶）& 在’ ｛喝’ （少奶奶，
茶），楼下｝” が「若奥様がお茶を飲むという出来事が一階に存在する」と
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いう意味を表している。また，論理的には “喝’ （少奶奶，茶）” と “在’ ｛喝’ 
（少奶奶，茶），楼下｝” は “&” によって結合されているので，この二つの
命題は入れ替えても意味的に変わりはない。しかし，この式では “喝’ （少
奶奶，茶）” が “在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝” の第一項に用いられて連鎖
の関係を構成し，演繹モデルを構成している。従って，“喝’ （少奶奶，茶）” 
の命題が前方に，そして “在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝” の命題内容が後
に置かれることになる。

さて，この式は一見これで “少奶奶在喝茶” に含まれている意味を全て
適格に記述したように思える。が，“喝’ （少奶奶，茶）& 在’ ｛喝’ （少奶奶，
茶），楼下｝” という二命題は，ただ「若奥様がお茶を飲む」という出来事
と「若奥様がお茶を飲むという出来事が一階に存在する」という内容を表
現しているだけにすぎず，［進行］の意味を十分に表わしていない。つまり，
“喝’ （少奶奶，茶）& 在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝” は一つの画面における
“少奶奶在喝茶” という出来事を表わすだけであり，“少奶奶在喝茶” とい
う出来事がいくつも存在しているといった様態，つまり［進行］の意味を
示していない。そこで，［進行］を表す “在” の意味枠は「～が，～におい
て，～という様態にある」という文型意味を構築すると考えると，複数の 
“少奶奶在喝茶” という出来事の存在を明示することになり，［進行］の意
として解すことが可能となる。従って，“少奶奶在喝茶” は「若奥様が，
一階において，若奥様がお茶を飲んでいる」という命題内容を導きだすこ
とができる。

また，ここで生起する動詞の“喝”が有する意味特徴についても確認して
おこう。この“喝”は論理的な観点からいうと果てしなく ［持続］する意味
特徴を有している。従って，“少奶奶在喝茶”という出来事は［終息］する
ことなくその行為が維持されるのである。つまり，動詞の“喝”が表す［持
続］の意味特徴によって“少奶奶在喝茶”という出来事の複数の存在が保証
されるのである。故に，［進行］の概念が生成されると見なしえる。

以上の見解から，“在”構文が含む意味は厳密にいうと，「若奥様がお茶
を飲む」と「若奥様がお茶を飲むという出来事が一階に存在する」，そし
て更に「若奥様が，一階において，若奥様がお茶を飲みかつその出来事が
一階に存在するという様態にある」という三つの意味を含んでいると見な
しうる。従って，これら三つの命題内容を論理表記すると⑶”のように示
すことができる。
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⑶” ～ニオイテ　　飲ム　～ガ　～ヲ　　存在スル　　～ガ　　～ニ
在’ ［少奶奶，楼下，喝’ （少奶奶，茶）& 在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝］
アル　～ガ　　～ニオイテ　　　　　　～トイウ様態ニ

この論理式は，“喝’ （少奶奶，茶）” が「若奥様がお茶を飲む」という意
味を表わし，“在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝” が「若奥様がお茶を飲むと
いう出来事が一階に存在する」という意味を表わし，“在’ ［少奶奶，楼下，
喝’ （少奶奶，茶）&在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝］” が「若奥様が，一階に
おいて，若奥様がお茶を飲みかつその出来事が一階に存在するという様態
にある」という意味を表わしている。

次にこの式について詳しく説明しよう。まず，式全体を包括する “在’” 
に注目されたい。この一番外側に用いられた “在’” は，“少奶奶” と “楼下” 
と “喝’ （少奶奶，茶）&在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），楼下｝” との関係を表してい
る。従って，“在’” は述語の役割を果たしていると見なす。数学的に換言
すると，“在’” は三つの項をとる函数の役割を担っているといえる。次に，
“在’” 函数の中に含まれる三つの項に視線を移そう。まず，一項目にある 
“少奶奶” は “喝” の動作主である。そして二項目の “楼下” は場所を表して
いる。最後の三項目には，「若奥様がお茶を飲みかつその出来事が一階に
存在する」という出来事を示しており，それは “喝’ （少奶奶，茶）&在’ ｛喝’ 

（少奶奶，茶），楼下｝” という命題によって表現されている。そして，⑶” 
の式全体の “在’ ［少奶奶，楼下，喝’ （少奶奶，茶）&在’ ｛喝’ （少奶奶，茶），
楼下｝］” という命題が意味するのは，複数の “少奶奶在喝茶” という出来
事が変化することなく存在しているということである。つまり，［進行］
の意味を表わしている。以上のことから，［進行］を表す “在” は「～が，
～において，～という様態にある」という文型意味を構成しているという
ことが分かる。

ここで指摘に値することは，この式では “在’” が函数として二回用いら
れているということである。即ち，式全体の函数を担う “在’” は［進行］
の意味を造り，第三項目の関数を務める “在’” は出来事の場所を導き出す
役割を果たしていると解する。これは第二章で挙げた李华倬（2010）と张

斌（2001）の見解と見事に一致している。
さて，次の⑷は “院中” という成分によって “钱少奶奶在洗衣服” の出来

事地点を見出すことが出来る例である。
⑷　乘着钱先生闭上了眼，瑞宣轻轻的走出来。在院中，他看见钱少奶奶
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在洗衣服。
（老舍《四世同堂》310）
（銭氏が目を閉じた隙に瑞宣はそっと部屋を抜け出すと，中庭で銭夫人が
洗濯をしている姿が目にとまった。） 

ここではまず “钱少奶奶在洗衣服” の箇所に注目されたい。この文でも 
“在” と動詞との間には目的語が出現しておらず，故に，“钱少奶奶在洗衣
服” という出来事が何処で行われているかが判然としない。ところが，“钱
少奶奶在洗衣服” の前方にある “在院中” にまで視点を向けると，“在” に
は意味上 “院” が後続すると考えられるので，“钱少奶奶在洗衣服” は「銭
夫人が，中庭において，銭夫人が洗濯をしている」という命題内容である
と解釈することができる。

また，この “钱少奶奶在洗衣服” では，“洗” という動詞が生起している。
論理的な観点から考えると，この文における “洗” は無限の［持続］を表
している。従って，この “洗” が有する［持続］の意味特徴によって “在” 
が表現する［進行］の意味生成を支持し，“钱少奶奶在洗衣服” という出
来事をいくつも並べるといった ［進行］の概念が成立すると見なしうる。

最後に，この “钱少奶奶在洗衣服” という文の論理式を確認しておこう。
この文には「銭夫人が洗濯をする」と「銭夫人が洗濯をするという出来事
が中庭に存在する」と「銭夫人が，中庭において，銭夫人が洗濯をしてい
る」という三つの意味が含まれていると仮定するとその論理式は次のよう
になる。

⑷’ ～ニオイテ　　スル  　～ガ　 ～ヲ  存在スル　　～ガ　　　～ニ
在’ ［钱少奶奶，院，洗’ （钱少奶奶，衣服）& 在’ ｛洗’ （钱少奶奶，衣服），院｝］
アル  ～ガ ～ニオイテ　　　　　～トイウ様態ニ

この論理式は，“洗’ （钱少奶奶，衣服）” が「銭夫人が洗濯をする」とい
う意味を表し，“在’ ｛洗’ （钱少奶奶，衣服），院｝” が「銭夫人が洗濯をし
ているという出来事が中庭に存在する」という意味を表し，“在’ ［钱少奶
奶，院，洗’ （钱少奶奶，衣服）& 在’ ｛洗’ （钱少奶奶，衣服），院｝］” が「銭
夫人が，中庭において，銭夫人が洗濯をしかつその出来事が中庭に存在す
るという様態にある」という意を示している。

次に⑸の文について考えてみよう。今度は“在”の目的語として“这”が
はっきりと生起している。

⑸　“你等一下，我去跟冯超讲一下。” 她转身向大厅里跑，跑了两步，又



97現代中国語の統語成分 “在” の用法と意味

回过头叮嘱他，“你在这等我啊，不要跑了，我去跟他讲一下就回来。” 
她看见他点头了，才放心地向大厅跑去。（艾米《致命的温柔》95）

（「ちょっと待っていて，馮超に声をかけに行ってくるから。」彼女は身を
翻して大広間へと駆けた。ところが，数歩ほど足を進めると，再度振り
返って彼に言い聞かせた。「ここで待っていてね。いなくならないでよ，
彼に一言かけたらすぐ戻って来るから。」そして彼が頷く姿を確認し，よ
うやく安心した様子で大広間へと駆けて行った。）

この文はまず “你在这等我” の一節に注目する。ここでの “在” の後ろに
は場所を指示する “这” が目的語として生起している。それはなぜか。と
いうのは，この場面は，“你在这等我” と発話した人物は，相手に対して，
発話地点に留まって自分のことを待っていて欲しい，と強く望む心境が窺
えるからである。そのためこの文では，この発話者の心情を描写する表現
を文中から探し出すことができる。それは，“回过头叮嘱他”，“不要跑了”，
“她看见他点头了，才放心地向大厅跑去” である。この三つの命題表現から，
発話者の相手に何処へも行かず自分を待って欲しいという思いを明白に察
しえる。

なお，ここで生起する “等” もやはり際限なく［持続］していく意味特
徴を有している。故に，“你在这等我” という出来事は意味上，変化しえ
ないので，常に “你在这等我” という様態を保っていることになる。その
ため，“你在这等我” という出来事を幾つも列挙する，といった［進行］
の概念を創造することが可能となるのである。さて，以上の分析に基づい
て，“你在这等我” の文に対して論理表記を施し “在” の意味役割と，それ
に関与する成分間の意味関係を明確にさせよう。“你在这等我” は「あな
たが私を待つ」，「あなたが私を待つという出来事がここに存在する」，「あ
なたが，ここにおいて，あなたが私を待ちかつその出来事がここに存在す
るという様態にある」という三つ命題内容が包摂されていると考えると，

⑸’ ～ニオイテ　　待ツ ～ガ ～ヲ  存在スル　～ガ　～ニ
在’ ［你，这，等’ （你，我）& 在’ ｛等’ （你，我），这｝］
アル　～ガ　～ニオイテ　　　　　　　～トイウ様態ニ

といった式となる。ここでは “等’ （你，我）” が「あなたが私を待つ」とい
う意味を表し，“在’ ｛等’ （你，我），这｝” が「あなたが私を待つという出
来事がここに存在する」という意味を表し，“在’ ［你，这，等’ （你，我）& 在’ 

｛等’ （你，我），这｝］” が「あなたが，ここにおいて，あなたが私を待ちか
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つそのような出来事がここに存在するという様態にある」という意味を表
している。

次の⑹で取り扱う用例は，“在”の後方に目的語を表す成分が生起してい
ないものである。

⑹　A ：在等我？
B ： 嗯，刚才吃夜宵的时候，看到你们科订的饭盒上有你的名字，所

以就稍微多等了一小会儿。（テレビドラマ《再婚进行时》第14話，
39：37）

（A：「私を待っているの？」）
（B：「うん，さっき夜食を食べている時に，あなたたち外科が取っている
弁当箱にあなたの名前があったのを見たのよ。だから，ちょっと小一時間
よぶんに待っていたの。」）

この文では “在等我” が考察すべき箇所である。そこで，“等” の動作主
である “你” を付け加えた “你在等我” という命題表現を以ってこの用例の
考察を進める。まずはこの⑹が如何なる場面であるのかを簡潔に述べよう。
このシーンは医者である発話者Aが仕事を終えて病院の入り口から出る
と，同じ病院に勤める親友の発話者Bを発見する。発話者Bは長らく親友
の発話者Aを待っていたのである。そして⑹の会話が始まることになる。

この例では⑸で論じた “你在这等我” とは異なり，“在” の後方に場所を
表す目的語が生起していない。また，文脈的に見ても “你等我” の出来事
地点を表す成分を見つけることができない。しかし，ドラマ《再婚进行时》
の場面を確認すると，発話者Aは，発話者Bを発見した地点が “你等我” と
いう行為の場所であることを理解している。従って，“你在等我” の出来
事地点は発話者Aにとって既知の情報であることから，“在” の後ろに目的
語が生起していないと解するに到りえる。よって，“你在等我” は「あな
たが，ここにおいて，あなたが私を待っている」という意味を表すと考え
ることができる。

また，この文で生起する “等” は「待つ」という意味を表わす動詞であり，
永遠に［持続］する特徴を有している。よって，“你等我” は変化のない
出来事であるが故に，概念上，［進行］の意味として幾つもの “你在等我” 
という出来事の画面を生みだすことが可能となる。

興味深い点は，“你在等我” を［進行］の意味として捉えたが，発話者B
の “我稍微多等了一小会儿” の文では［完了］の意味を表す時態成分の “了” 
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が生起している。では，二つの文は，なぜ同じ “等” という動詞が用いら
れているにもかかわらず，発話者Aは “你等我” という出来事に対して 
“在” を用いて［進行］の表現にさせたのであろうか。それは，発話者Aに
とって，相手がどのくらい自分のことを待っていたのかを推測できないか
らである。その証拠に，発話者Aは “你在等我” を当否疑問文の形式によっ
て発話者Bに “在等我？” と問いかけている。このような場面では，［持続］
の出来事を［終息］させず，“在” を用いて “你在等我” という出来事が幾
つも存在する，といった［進行］の表現が最も適切であると考えられる。

では，ここでも最後にこの文の命題内容を正確に理解するために論理表
記を行うことにしよう。“你在等我” には，「あなたが私を待つ」と「あな
たが私を待つという出来事がこの場所に存在する」と「あなたが，この場
所において，あなたが私を待ちかつその出来事がこの場所に存在するとい
う様態にある」といった三つの命題内容が包摂されていると考えることが
できる。故に，これらの命題内容を全て論理式に表わすと次のような記述
となる。

⑹’ ～ニオイテ   待ツ  ～ガ ～ヲ　存在スル　　～ガ　　～ニ
在’ ［你，那儿，等’ （你，我）& 在’ ｛等’ （你，我），那儿｝］
アル　～ガ　～ニオイテ　　　   ～トイウ様態ニ

ここでは “等’ （你，我）” が「あなたが私を待つ」という意味を表わし，“在’ 
｛等’ （你，我），那儿｝” が「あなたが私を待つという出来事がこの場所に
存在する」という意味を表わし，“在’ ［你，那儿，等’ （你，我）&在’ ｛等’ （你，
我），那儿｝］” が「あなたが，この場所において，あなたが私を待ちかつ
その出来事がこの場所に存在するという様態にある」という意味を表わし
ている。指摘しておきたい点は，この論理式では場所を表す成分として 
“那儿” を用いた。“那儿” は “你在等我” の中で生起していないが，第二章
のChao（1968），朱德熙（1982），沈家煊（1999）らが述べた目的語省略
の見解を基にして下した見解である。さて，次の用例を挙げよう。ここで
は “在” 構文の目的語に “那儿” が用いられている。

⑺　丁香，你知道吗，世界上最遥远的距离，不是你在天涯我在海角，而
是我站在你旁边，你却在那儿玩手机。（テレビドラマ《北京青年》
第８話27：43）

（丁香，知っているかい，世界で最も遠い距離って，君が天にいて僕が海
にいるようなものじゃないんだ。それは僕が君の横で立っているのに君が
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携帯をいじっていることなんだ。）
この文では傍線が引かれている “你却在那儿玩手机” の部分について考

える。なお，この文に生起する “却” はここでの “在” の分析とは直接関連
しないので削除し，“你在那儿玩手机” という命題表現に変更して考察を
進める。この “你在那儿玩手机” における “在” の後方には “那儿” という
目的語が生起している。しかし，ここでの “那儿” は遠方を指示する役割
を果たしていないと見なす。その証拠は，“你却在那儿玩手机” の前方に
生起する “而是我站在你旁边” という命題表現から看取できる。つまり，
“而是我站在你旁边” によって，“你在那儿玩手机” の出来事地点が発話者
の傍であることがすでに明白である。よって，改めて場所を明示させる必
要がないため “那儿” を目的語としてあてがったのである。また，実際に
ドラマ《北京青年》の場面を見ると，地下鉄の駅で電車を待っている二人
の間の距離は近く，その間は約一メートルもない。故に，ここで生起する
“那儿” は，遠方の出来事ではなく，発話者のすぐ隣で起こっている “你在
玩手机” の出来事地点を指示していると推測するのが最も妥当な解釈であ
るといえる。

さて，次は動詞の “玩” についてもその意味特徴を確認しておこう。こ
の文で生起する “玩” は［進行］の意味を表現するための重要な前提条件
となっている。即ち，“玩” は論理的な視点から見ると，［持続］の意味特
徴を有していると解しえるので，“玩” という行為が際限なく［持続］する。
従って，“你在那儿玩手机” という出来事を変化なく幾つも存在させるこ
とが概念上可能となるのである。

では，この文も論理式による解釈を与える。“你在那儿玩手机” は「君
が携帯をいじる」と「君が携帯をいじるという出来事がここに存在する」
と「君が，ここにおいて，君が携帯をいじりかつその出来事がここに存在
するという様態にある。」といった三つの意味が含まれていると見なすと
その論理式は，

⑺’ ～ニオイテ イジル ～ガ ～ヲ 存在スル ～ガ 　　　　～ニ
在’ ［你，那儿， 玩’ （你，手机）& 在’ ｛玩’ （你，手机），那儿｝］
アル　～ガ　～ニオイテ　　　　　　　～トイウ様態ニ

となる。ここでは “玩’ （你，手机）” が「君が携帯をいじる」という意味を
表し，“在’ ｛玩’ （你，手机），那儿｝” が「君が携帯をいじるという出来事
がここに存在する」という意味を表し，“在’ ｛玩’ （你，手机），那儿｝” が「君
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が，ここにおいて，君が携帯をいじりかつその出来事がここに存在すると
いう様態にある」という意を表している。

次に⑴の例を再び挙げて，“现在还在看呀” における “在” の目的語につ
いて検討する。

⑻　迪非： 红玉，我记得我出国留学前，你就在看红楼梦，现在还在看
呀？

红玉： 我百看不厌，我最喜欢林黛玉了。 （テレビドラマ《京华烟云》
第17話33：41）

（迪非：「紅玉，僕が海外留学する前から，君は紅楼夢を読んでいたと思う
んだけど，今もまだ読んでいるのかい？」）

（红玉：「何度読んでも飽きないわ。一番好きなのは林黛玉なの。」） 
この文の “现在还在看呀” における “在” の後方には目的語が生起してお

らず，“红玉在看红楼梦” という行為がどこで生じているのかが判然とし
ない。なぜなら，この場面で発話される “我出国留学前，你就在看红楼梦” 
と “我百看不厌” という命題表現，さらには⑴における（1a），（1b）の例
からも分かるように，“红玉” は “红楼梦” をこの上なく好み，その甚だし
さはすでに習慣的な行為へと化しているので，“在” によって提供された
一つ一つの “红玉看红楼梦” の出来事地点を明確にせず，抽象的な場所と
して解されることになる。実際に，ドラマ《京华烟云》（第30話17：53）
では，“红玉” が自宅の大きな庭園において歩きながら “红楼梦” を読む場
面があり，この点からも “红玉在看红楼梦” の出来事地点が把握し難いこ
とが分かる。従って，この⑻の場面では，“红玉在看红楼梦” の出来事地
点を明らかにする必要がなく，何度も “红玉在看红楼梦” といった出来事
が存在している様態にあることを示す点に重点がおかれていると見なしう
る。

そこで，“红玉在看红楼梦” を “在” 構文に当てはめると，「紅玉が，ある
場所において，紅玉が紅楼夢を読んでいる」という意味を形成すると考え
ることができる。この “在” 構文が表わす意味の中で，「ある場所に」とい
う命題内容は “在” に後続する目的語の “那儿” を意味している。

さて，これまでの解析を頼りに，論理式を運用して “红玉在看红楼梦” 
の意味役割，およびこの構文に含まれている成分の間の意味関係を判然と
させよう。この文には三つの命題内容が包含されていると考えることがで
きる。それは即ち，「紅玉が紅楼夢を読む」と「紅玉が紅楼夢を読むとい
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う出来事がある場所に存在する」と「紅玉が，ある場所において，紅玉が
紅楼夢を読みかつその出来事がある場所に存在するという様態にある」で
ある。従って，これら三つの命題内容を全て論理式に表現すると以下のよ
うな式になる。

⑻’ ～ニオイテ　読ム　～ガ　～ヲ　　存在スル　　～ガ　　～ニ
在’ ［红玉，那儿，看’ （红玉，红楼梦）& 在’ ｛看’ （红玉，红楼梦），那儿｝］
アル　～ガ　～ニオイテ　　　～トイウ様態ニ

この論理式は，“看’ （红玉，红楼梦）” が「紅玉が紅楼夢を読む」という
意味を表わしている。“在’ ｛看’ （红玉，红楼梦），那儿｝” が「紅玉が紅楼
夢を読むという出来事がある場所に存在する」という意味を表わしている。
“在’ ［红玉，那儿，看’ （红玉，红楼梦）& 在’ ｛看’ （红玉，红楼梦），那儿｝］” 
が「紅玉が，ある場所において，紅玉が紅楼夢を読みかつその出来事があ
る場所に存在するという様態にある」という意味を表わしている。

次は⑼の例について考察する。この文においても “在” の後方には目的
語が生起しておらず，出来事地点が明確ではない。なお，用例は⑵で挙げ
たものを再び用いる。

⑼　雨欣为了这次钢琴考试，她几乎牺牲了所有的休息时间，每天都在练

习，所下的功夫都白费了！（テレビドラマ《儿女情更长》第10話，
16：29）

（雨欣は今回のピアノグレード試験のために，ほとんどの休息時間を犠牲
にして毎日練習をしているのに，費やした努力が水の泡になってしまった
わ！）

この文の “每天都在练习” において生起する “在” の後方には場所を示す
目的語が出現していない。しかし，この用例の引用先であるドラマの《儿
女情更长》によると，“雨欣” の家にはピアノが置いてあり，これが重要
なポイントとなる。要するに，発話者である母親は，“雨欣” のピアノを
練習する場所が家であることを予め知っているのである。従って，“在练

习” という出来事の場所を明確に表す必要がないと考えることができる。
このような解釈は，第二章で取り上げた沈家煊（1999）の見解と見事に合
致している。では，この用例に対しても論理式による表記を行うことにす
る。この文には「雨欣がピアノの練習をする」と「雨欣がピアノの練習を
するという出来事がその場所に存在する」と「雨欣が，その場所において，
雨欣がピアノの練習しかつその出来事がその場所に存在するという様態に
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ある」という三つの意味が含まれていると判断すると⑼’のような式とな
る。

⑼’ ～ニオイテ　練習スル　～ガ　～ヲ　存在スル　～ガ　　～ニ
在’ ［雨欣，那儿，练习’ （雨欣，钢琴）& 在’ ｛练习’ （雨欣，钢琴），那儿｝］
アル　～ガ　　～ニオイテ　　　　　　　　　～トイウ様態ニ

この式は，まず “练习’ （雨欣，钢琴）” が「雨欣がピアノを練習する」と
いう意味を表わしている。次に “在’ ｛练习’ （雨欣，钢琴），那儿｝” が「雨
欣がピアノを練習するという出来事がその場所に存在する」という意味を
表わしている。そして “在’ ［雨欣，那儿，练习’ （雨欣，钢琴）& 在’ ｛练习’ 

（雨欣，钢琴），那儿｝］” が「雨欣が，その場所において，雨欣がピアノの
練習しかつその出来事がその場所に存在するという様態にある」という意
味を表わしている。

４．結びにかえて
最後に本稿で論じた［進行］の意を表す “在” の特徴を総括する。それ

は以下の四つである。
まず第一に，“在” は，［進行］を表す時態成分として複数の同じ出来事

を存在させるということが分かった。つまり，“在” は「～が，～において，
～という様態にある」という文型意味を構築するということを明確にし
た。

第二としては，［進行］の意を表す “在” は，前置詞の “在” の役割と副
詞の “在” の役割を同時に兼備しているということを証明した。

第三点に，“在” 構文の目的語の有無は空間概念の抽象度の差によって
異なるものの，“在” 構文が表す出来事には，意味的に必ず場所の概念が
含まれているということが判然とした。

最後の第四は，“在” 構文において生起する持続動詞は，例外なく［持続］
の意味特徴を保持するため，概念上，［終息］しない出来事を構成させる
ということが分かった。そして，この動詞が有する［持続］の意味特徴が

［進行］の概念を生成する前提条件であるということを提示した。
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